肺癌に対するラジオ波焼灼療法が呼吸機能に及ぼす影響 by Tada, Akihiro
氏 名
授 与 し た 学 位
専 攻 分 野 の名 称
学 位 授 与 番 号
学位授 与 の 日付
学位授 与 の要 件
学 位 論 文 題 目










論 文 審 査 委 員 教授 三好 新一郎 教授 岡田 裕之 准教授 金鹿 有彦













論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は肺癌に対する経皮的ラジオ波焼灼療法 (RFA)後の呼吸機能の
変化をretrospectiveに解析し､呼吸機能の低下に影響を及ぼす因子を検討
したものである｡2007年1月から209年 12月までに当院で行われた39
症例､52結節､41sessionを対象とし､RfA前後での肺活量 (VC)､1秒
量(FEVl)の変化を評価している.その結果､RFA後のVC,FEVlはいず
れも術後1ケ月､3ケ月において術前より有意に低下していることを示し
た｡また､これら肺機能の低下に影響を及ぼす因子は､高度胸膜炎と大き
な焼灼肺実質体積であることを明らかにした｡肺機能の低下に影響を及ぼ
す因子の証明は重要な新知見であり､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
